令和７年度　盛岡市・うるま市中学生交流事業　実施要項

１　事業概要
(1) 目的
　盛岡市とうるま市双方の中学生が、交流を通じて両市の歴史・文化や生活習慣、自然環境に直接触れる体験学習を行うことで地域や文化への理解を深めることにより、広い知見と豊かな情操を備えた人材の育成を図る。
(2) 主催 (
-５-
)
盛岡市・うるま市中学生交流事業実行委員会
(3) 対象（予定）
盛岡市の中学校２学年生徒　10名
※本番研修（7/24～27、12/21～22）、事前・事後研修（6/28、7/12、7/19、8/30、11/15、11/29、
12/6、12/13）の全てに参加できることを応募の要件としています。
２　派遣事業実施概要
(1) 派遣実施日
令和７年７月24日(木)から同月27日(日)まで　３泊４日
(2) 宿泊場所
沖縄県立石川青少年の家
（うるま市石川3491-2　℡098-964-3263）
 (3) 日程及びプログラム　（変更の場合あり）
	月　　日
	日程概要
	実施プログラム
	プログラムのねらい

	７月24日（木）
	うるま市への移動及び施設見学
	沖縄県立博物館・美術館見学
	・沖縄の歴史及び伝統文化を学習する。

	７月25日（金）
	うるま市中学生との交流
（１日目）
	両市中学生対面式
・自己紹介
・アイスブレイク
	・両市中学生の自己紹介等を行い、心理的距離感を縮め今後の活動を円滑にする。

	
	
	研究発表
	・うるま市生徒による伝統文化・歴史文化等の研究発表や、それについての両市生徒による意見交流を通じて、生徒間の交流とうるま市生徒の研究課題の達成を図る。

	
	
	平和学習①（講話）
	・沖縄の戦後史について学び、平和の大切さについて学習する。







	月　　日
	日程概要
	実施プログラム
	プログラムのねらい

	７月26日（土）
	うるま市中学生との交流
（２日目）
	うるま市内フィールドワーク
	・事前に調査したうるま市内を散策し、うるま市の歴史や文化について理解を深める。

	
	
	海洋体験
	・うるま市の自然を学習するとともに、生徒間の交流を深める。

	
	
	お別れ交流会
	・相互に文化交流活動を披露しながら生徒間の交流を深める。

	７月27日（日）
	施設見学及び盛岡市への移動
	平和学習②（施設見学）
・平和祈念公園及びひめゆり平和祈念資料館の見学
	・沖縄戦や同世代の戦争体験について学び、平和の大切さについて学習する。


(4) 事前・事後研修
事業効果を高めるため事前研修を行う。
ア　内容
・沖縄の自然・歴史・文化・生活等について学び、知識を広める。
・派遣事業終了後に報告書を作成し、振り返りを行う。
イ　日程　
	研修会
	[bookmark: _Hlk163159279]回
	日時
	場所

	事前
	第１回
	６月28日（土）９時30分～12時30分
	盛岡市市役所都南分庁舎
４階大会議室

	
	第２回
	７月12日（土）９時30分～15時30分（休憩１時間）
	

	
	第３回
	７月19日（土）９時30分～12時30分（休憩１時間）
	

	事後
	第４回
	８月30日（土）９時30分～12時30分
	




３　受入事業実施概要
(1) 受入事業実施日
令和７年12月21日(日)から同月22日(月)までの１泊２日
※うるま市中学生は、令和７年12月20日（土）から23日（火）までの３泊４日
(2)  宿泊場所
国立岩手山青少年交流の家　（滝沢市後292　℡019-688-4221）



(3) 日程プログラム（変更の場合あり）

	日付
	日程概要
	実施プログラム
	プログラムのねらい

	12月21日（日）
	うるま市中学生との交流
（１日目）
	対面式
	・再開を喜び、交流の意欲を高める。

	
	
	研究発表と意見交流
	・盛岡市生徒による伝統文化や歴史文化等の研究発表や、それについての両市生徒による意見交流を通じて、生徒間の交流と盛岡市生徒の研究課題の達成を図る。

	
	
	防災学習
	・東日本大震災について学び、防災の重要性を考える。

	
	
	市内散策（フィールドワーク）
	・生徒自らがガイド役となって市内のPRポイントを散策し、うるま市生徒に盛岡市の文化・歴史等を理解してもらう。

	
	
	歓迎交流会（わんこそば体験）
	・盛岡の食文化を共に体験し、生徒間の交流を深める。

	12月22日（月）
	うるま市中学生との交流
（２日目）
	雪上体験

	・岩手の自然を生かした体験学習を通して、生徒間の交流を図る。

	
	
	お別れ交流会
	・相互に文化交流活動の成果を披露するとともに、両市の生徒間交流の絆を確かめ合う。


(4) 事前研修
事業効果を高めるため事前研修を行う。
ア　研修内容
・自分たちの郷土である岩手県と盛岡市の魅力を、うるま市の生徒に紹介できるように修修を深める。
・沖縄の自然・歴史・文化・生活等について学び、知識を深める。
イ　日程
	回
	日時
	場所

	第１回
	11月15日（土）９時30分～15時30分（休憩１時間）
	盛岡市市役所都南分庁舎

	第２回
	11月29日（土）９時30分～15時30分（休憩１時間）
	盛岡市立中央公民館

	第３回
	12月 ６日（土）９時30分～15時30分（休憩１時間）
	盛岡市立中央公民館

	第４回
	12月13日（土）９時30分～12時30分
	盛岡市市役所都南分庁舎





９
８
４　事業参加生徒の募集について
(1) 要件
ア　盛岡市に住所を有し、市内の中学校２学年に在籍する生徒
イ　事前研修・本番研修及び事後研修の全てに参加できる生徒
 (
・
事前
及び
事後研修（
全８回
）の全てに参加できることを応募の要件として
おりますので、別途記載の開催日程について確認してください。
・
部活動等の大会や校内テストが近くなる学校もあると存じますが、
原則として、
当事業のプログラム
を
優先して参加していただく必要があります。
)




ウ　本事業の目的を理解し、他者と協力して有意義な親善交流及び研修を行おうとする意欲を持っている生徒
エ　沖縄県及び郷土盛岡市・岩手県の歴史、文化等に興味・関心がある生徒
オ　健康状態が良好である生徒
※　応募に当たっては、保護者や学校の先生方の意見を十分参考にすること。
(2) 方法
参加申込・保護者同意書、作文及び学校活動等実績報告書各１部を実行委員会事務局（生涯学習課）に提出する。参加申込書等の様式は、各学校で希望者に配布する。
(3) 期限
令和７年５月16日（金）　※実行委員会事務局（生涯学習課）必着
(4) 参加経費
ア　参加負担金　派遣旅費の半額（航空運賃により変動する可能性がある。概ね５万円前後）
　　　　　　　　雪上体験で、ウエアをレンタルする場合はレンタル代（概ね６千円前後）
イ  参加決定通知を受けた中学生の保護者は、後日発送する文書により期日までに参加負担金を
指定口座へ納入するものとする。なお、振込手数料は振込者の負担とする。また、納入した参
加負担金については原則返還しないものとする。
(5) 参加者の決定
作文及び学校活動等実績報告書の内容を審査し、実行委員会（教育委員会）が決定する。
参加者は最大で10名とし、同一校から複数の参加応募があった場合の参加者決定は、一校につき２名までとする。選考結果は、応募者全員及び学校長あて５月下旬に通知する。
 (
友好都市提携の経緯
盛岡市とうるま市は，平成
19
（
2007
年）年
4
月から放送された盛岡市が舞台のＮＨＫ連続テレビ小説「どんど晴れ」のヒロインを演じた比嘉愛未さんが沖縄県うるま市の出身であることから交流が始まり，平成
24
（
2012
）年
7
月に両市の友好都市提携を結んだ。
)

